
 

講座名：「毛筆を楽しもう（春・秋）」 

講 師：川津益美（国際人文学部非常勤講師） 

日 程：【春】４月２３日、５月１４日、５月２１日、５月２８日 

    【秋】11月 12日、11月 19日、11月 26日、12月 3日 

  

   

 「書」は一本の線を毛筆で書いた時、全く同じ線を二度と書くことができない不思議な

世界です。 

市民未来大学 健康・趣味・教養コースの受講生７名が日本の伝統文化である漢字の書

の基本的な知識を学び、表現としての実技を毛筆や筆ペンを用いて、合計４回、書の基本、

書体（楷書体・行書体）、実用書、創作について学びました。 

 受講生の皆さんは、知識を学ぶ時はメモを取り、実技の時は疑問点を積極的に質問して

熱心に取り組みました。 

また、「書」は表現するだけでなく、作品を鑑賞する時間も大切です。自分たちで制作した

創作作品をお互いに鑑賞し合い、笑顔で講座を終えることができました。 今回の講座を

通じ、満足のいく一本の線を書けた時の喜びによって毛筆を楽しんでもらうことが出来ま

した。 

 

受講者から寄せられた講座の感想 

「文字を丁寧に書くことの重要さを改めて知ることができた」 

「経験したことのない創作に取り組み表現の難しさと楽しさを実感した」 

「回を重ねるごとに書道の奥深さを感じることができた」 

「仲間と鑑賞し合い、作品づくりが楽しかった」 

「字の由来や説明がありとても興味深く受講できた」 

 

市民未来大学 健康・趣味・教養コース 



 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

  



 

【作品発表】 

 

 


